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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年7月16日(2009.7.16)

【公表番号】特表2008-542390(P2008-542390A)
【公表日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-047
【出願番号】特願2008-514865(P2008-514865)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月27日(2009.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
【化１】

の４－メチル－３－[[４－(３－ピリジニル)－２－ピリミジニル]アミノ]－Ｎ－[５－(４
－メチル－１Ｈ－イミダゾル－１－イル)－３－(トリフルオロメチル)フェニル]ベンズア
ミドまたは薬学的に許容されるその塩、および、式



(2) JP 2008-542390 A5 2009.7.16

【化２】

のイマチニブ、または薬学的に許容されるその塩を含む、消化器間質腫瘍の処置用組み合
わせ剤。
【請求項２】
　消化器間質腫瘍の処置用薬剤の製造のための、式

【化３】

の４－メチル－３－[ｓ[４－(３－ピリジニル)－２－ピリミジニル]アミノ]－Ｎ－[５－(
４－メチル－１Ｈ－イミダゾル－１－イル)－３－(トリフルオロメチル)フェニル]ベンズ
アミド、または薬学的に許容されるその塩、および、式

【化４】

のイマチニブ、または薬学的に許容されるその塩の組み合わせの使用。
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